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一
九
九
一
年
以
後
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
領
域
内
で
国
際
人
道
法
の
著
し
い
違
反
を
行
な
っ
た
者
を
処
罰
す
る
た
め
に
、
一
九
九
三

年
五
月
に
国
連
安
全
保
障
理
事
会
（
以
下
「
安
保
理
」
と
い
う
）
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
「
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
刑
事
裁
判
所
」

（
１
）

は
、
「
そ
の
創
設
者
の
期
待
を
超
隠
え
る
発
展
」
を
達
成
し
つ
つ
あ
る
。
な
か
で
も
国
際
人
道
法
を
解
釈
・
適
用
す
る
こ
と
を
通
し
て
そ

の
発
展
を
導
い
た
意
義
は
、
ま
こ
と
に
大
き
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
刑
事
裁
判
所
の

諸
判
例
の
中
で
先
例
的
価
値
を
持
つ
も
の
が
こ
の
「
タ
ジ
ッ
チ
事
件
」
で
あ
る
。

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ス
ロ
ベ
ニ
ア
及
び
ク
ロ
ア
チ
ア
の
独
立
宣
言
（
一
九
九
一
年
六
月
）
に
端
を
発
す
る
旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
は
、
一

九
九
二
年
一
一
一
月
の
ポ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ッ
エ
ゴ
ビ
ナ
の
独
立
宣
言
を
き
っ
か
け
に
ポ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ッ
エ
ゴ
ビ
ナ
へ
も
戦
闘
が
拡
大
士
琴
。

一
九
九
一
一
年
五
月
一
一
一
一
日
に
は
ポ
ス
ニ
ァ
・
ヘ
ル
ッ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
国
連
加
盟
が
承
認
さ
れ
る
。
一
九
九
一
一
年
五
月
一
五
日
に
国
連
安
保

理
は
決
議
七
五
二
に
お
い
て
Ｊ
Ｎ
Ａ
（
旧
ユ
ー
ゴ
連
邦
軍
）
の
ポ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ッ
エ
ゴ
ビ
ナ
か
ら
の
撤
退
を
求
め
運
が
、
こ
れ
に
対

応
し
て
一
九
九
一
一
年
五
月
一
九
日
を
境
と
し
て
Ｊ
Ｎ
Ａ
は
ポ
ス
ニ
ァ
か
ら
公
式
に
撤
退
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｎ
Ａ
は
新
ユ
ー
ゴ
（
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
、
Ｆ
Ｒ
Ｙ
）
の
軍
隊
と
し
て
の
Ｖ
Ｊ
と
■
８
号
］
一
百
ｍ
目
の
百
（
ポ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ッ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
セ
ル
ピ

ア
人
の
団
体
）
の
軍
隊
と
し
て
の
Ｖ
Ｒ
Ｓ
に
分
離
さ
れ
た
。

本
事
件
の
被
告
人
タ
ジ
ッ
チ
（
一
九
五
五
年
生
ま
れ
の
ポ
ス
ニ
ァ
・
ヘ
ル
ッ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
セ
ル
ビ
ア
人
。
【
・
冒
国
・
で
喫
茶
店
を

経
営
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
セ
ル
ビ
ア
人
の
地
域
政
治
指
導
者
と
な
っ
た
。
）
は
一
九
九
二
年
五
月
二
一
一
一
日
か
ら
一
二
月
一
一
一
一
日
ま
で

の
期
間
中
に
ポ
ス
ニ
ァ
・
ヘ
ル
ッ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
勺
且
一
己
・
『
地
区
に
お
い
て
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
重
大
な
違
反
行
為
、
戦
争
犯
罪
そ

し
て
人
道
に
対
す
る
罪
を
犯
し
た
と
し
て
、
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
に
起
訴
ざ
れ
煙
・
彼
は
難
民
と
し
て
ド
イ
ツ
に
在
住
し
て
い

１
事
実
の
概
要
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（
５
）

た
と
こ
ろ
、
戦
争
犯
罪
人
追
求
を
ロ
ロ
的
と
す
る
民
間
人
権
団
体
に
よ
り
見
つ
け
ら
れ
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
警
に
通
報
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
法
違
反
と
し
て
、
一
九
九
四
年
二
月
一
四
日
に
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
政
府
に
よ
り
逮
捕
ざ
れ
拘
束
さ

（
６
）
》

れ
た
。
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
は
、
こ
の
タ
ジ
ッ
チ
に
対
す
る
裁
判
管
轄
を
委
譲
す
る
要
請
を
憎
‐
イ
ッ
に
対
し
て
行
な
う
こ
と
を

決
定
唾
、
こ
れ
に
ド
イ
ツ
が
応
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
タ
ジ
ッ
チ
の
身
柄
が
国
際
裁
判
所
に
引
き
波
ざ
れ
痙
・
一
九
九
五
年
六
月
一
一
三
日

に
タ
ジ
ッ
チ
側
は
、
手
続
き
及
び
証
拠
規
則
に
基
づ
き
予
審
申
謂
を
提
出
し
運
。
こ
の
予
審
申
謂
は
、
被
告
人
を
裁
く
国
際
裁
判
所
の

権
限
を
一
一
一
項
目
か
ら
争
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
国
際
裁
判
所
の
不
適
当
な
設
立
、
国
際
裁
判
所
の
優
越
性
の
不
適
当
な
是
認
、
そ

（
価
）

し
て
国
際
裁
判
所
の
事
項
的
管
輔
権
に
対
す
る
異
議
で
あ
る
。
こ
の
被
』
ロ
の
予
審
申
請
に
つ
い
て
の
第
一
審
裁
判
部
に
よ
る
管
轄
権
判

決
が
、
一
九
九
五
年
八
月
一
○
日
に
下
さ
池
、
そ
し
て
、
上
訴
裁
判
部
に
よ
る
管
轄
権
判
決
が
一
九
九
五
年
一
○
月
二
日
に
示
さ
旭
澤
。

こ
の
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
を
認
め
る
上
訴
裁
判
部
判
決
を
受
け
て
、
タ
ジ
ッ
チ
の
有
罪
を
認
め
る
第
一
審
裁
判
部
の
判
決
が
一
九
九

七
年
五
月
七
日
に
下
さ
極
、
こ
の
有
罪
判
決
に
基
づ
い
て
一
九
九
七
年
七
月
一
四
日
に
第
一
審
裁
判
部
は
一
一
○
年
の
拘
禁
刑
を
言
い
渡

（
Ⅱ
）

Ｉ
し
た
。
タ
ジ
ッ
チ
側
及
び
検
察
側
は
そ
の
第
一
審
裁
判
部
判
決
を
不
服
と
し
て
上
訴
し
た
。
そ
の
上
訴
裁
判
部
判
決
は
一
九
九
九
年
七

月
一
五
日
に
示
さ
れ
た
。
こ
の
上
訴
裁
判
部
で
の
新
た
な
有
罪
の
認
定
に
基
づ
く
刑
の
宣
告
が
一
九
九
九
年
一
一
月
二
日
に
第
一
審

裁
判
部
で
な
さ
れ
煙
（
二
五
年
の
拘
禁
刑
）
・
そ
し
て
両
第
一
審
裁
判
部
の
刑
の
宣
告
に
つ
い
て
の
上
訴
の
上
訴
裁
判
部
に
よ
る
最
終

（
肥
）

的
な
刑
の
宣
告
が
二
○
○
○
年
一
月
一
一
六
日
に
な
さ
れ
、
一
一
○
年
の
拘
禁
刑
が
タ
ジ
ッ
チ
に
科
さ
れ
る
刑
罰
と
な
っ
た
。

こ
の
タ
ジ
ヅ
チ
事
件
製
に
お
い
て
は
ｌ
他
の
旧
ユ
ー
ゴ
鬮
際
刑
襄
判
所
判
決
と
同
様
に
Ｉ
型
裁
判
と
し
て
刑
法
刑
事

訴
訟
法
上
の
論
点
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
に
つ
い
て
取
り
上
げ
論
評
す
る
こ
と
は
筆
者
の
能
力
を
超
え
る
。
そ
こ
で
以
下
で

は
国
際
法
上
の
論
点
、
特
に
筆
者
の
関
心
テ
ー
マ
で
あ
る
国
際
人
道
法
上
の
論
点
に
的
を
絞
っ
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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川
管
轄
権
判
決

①
第
一
審
裁
判
部
二
九
九
五
年
八
月
一
○
日
）

タ
ジ
ッ
チ
は
、
ま
ず
手
続
き
及
び
証
拠
規
則
七
三
Ｗ
㈹
に
基
づ
い
て
、
こ
の
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
に
つ
い
て
三
項
目
か
ら
争
っ
た
。

こ
の
国
際
裁
判
所
の
不
適
当
な
設
立
、
国
際
裁
判
所
の
優
越
性
の
不
適
当
な
是
認
、
そ
し
て
国
際
裁
判
所
の
事
項
的
管
輔
権
に
対
す
る

異
議
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
第
一
審
裁
判
部
は
、
裁
判
所
の
設
立
に
対
す
る
異
議
に
つ
い
て
は
裁
判
所
は
判
断
権
限
を
有
し
な
い
、

そ
の
他
の
異
議
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
し
た
。

最
初
の
、
国
連
安
保
理
に
よ
る
こ
の
国
際
裁
判
所
設
置
そ
の
も
の
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
異
議
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
「
本
国
際
裁

判
所
は
、
国
連
諸
機
関
の
活
動
を
審
査
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
憲
法
裁
判
所
で
は
な
い
。
…
…
そ
れ
は
、
安
保
理
に
よ
る
そ
の
設
置

の
合
法
性
を
吟
味
す
る
権
限
を
有
し
な
唾
」
と
す
る
。
た
だ
し
「
安
保
理
の
行
動
の
合
理
性
を
判
断
す
る
こ
と
は
本
第
一
審
裁
判
部
の

〆■、〆■、

１６１５
－〆、－戸

〆■、

１４
，－グ

〆■、

１３
－'

〆へ

１２
－〆

２
判
決
の
要
旨

。
■
い
の
Ｚ
。
．
］
弓
‐
ｃ
十
Ｆ
し
切
目
（
｛
ミ
ミ
ョ
ロ
風
◎
百
Ｐ
（
Ｐ
ロ
【
ご
詞
§
。
『
再
駒
ぐ
。
］
巨
曰
の
ご
助
已
己
，
」
鰭
唾
～
．
｛
頁
⑩
「
百
日
（
◎
再
Ｐ
（
ト
、
、
ロ
｛
量
目
、
司
冒
』
②

ご
ｏ
］
・
韻
Ｚ
。
』
（
］
①
患
）
己
己
・
笛
’

○
ｍ
ｍ
の
Ｚ
。
．
］
弓
‐
程
‐
］
‐
弓
宅
８
の
の
。
Ｅ
○
円
ご
・
日
ロ
日
。
（
』
Ｐ
ｑ
ｍ
Ｂ
の
貝
）
（
』
頁
の
冒
貝
８
百
Ｐ
（
ト
ロ
Ｅ
記
も
。
、
駐
く
。
』
・
］
旨
ご
ロ
」
１
．
』
頁
の
７

百
日
８
百
口
』
い
宛
、
Ｐ
（
三
日
⑩
、
日
』
②
ご
◎
］
・
患
・
Ｚ
。
・
一
・
（
］
＄
『
）
ご
ロ
・
の
９
１
）

」
員
①
ヨ
ロ
屋
◎
百
Ｐ
』
ド
ロ
ミ
河
８
．
、
厨
く
。
』
・
】
局
ロ
ロ
・
畠
⑦
－

｛
頁
⑩
冒
貝
（
。
再
Ｐ
（
い
①
咀
旦
学
（
貝
⑩
、
旨
｛
②
ぐ
。
一
・
＄
二
．
』
（
９
９
）
ご
己
・
］
］
『
Ｉ

一
員
の
『
百
貝
（
。
。
Ｐ
（
い
い
四
Ｐ
』
』
昌
貝
⑯
ユ
ロ
』
②
ぐ
。
』
・
＄
ご
◎
．
②
（
９
９
）
已
己
・
ｇ
ｍ
Ｉ
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任
務
で
は
な
い
が
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
関
し
て
安
保
理
が
窓
意
的
に
行
動
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
逆
に
、

こ
の
国
際
裁
判
所
の
安
保
理
に
よ
る
設
置
は
、
国
際
人
道
法
の
違
反
が
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
生
じ
て
お
り
そ
の
よ
う
な
違
反
が
平
和

に
対
す
る
脅
威
を
作
り
出
し
て
い
る
、
と
い
う
多
く
の
討
議
の
後
の
十
分
な
情
報
に
基
づ
い
た
判
断
を
示
す
も
の
で
あ
麺
」
と
も
述
べ

て
お
り
、
ま
た
「
こ
の
国
際
裁
判
所
を
設
置
す
る
安
保
理
の
決
定
の
有
効
性
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
お
け
る
事
態
が
平
和
に
対
す

る
脅
威
を
構
成
す
る
と
の
そ
の
認
定
に
依
っ
て
い
る
。
こ
の
認
定
は
必
然
的
に
事
実
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
政
治
的
で
裁
判
に
適

合
し
な
い
問
題
を
生
じ
ざ
せ
麺
」
と
い
う
点
に
も
言
及
し
て
い
る
。
次
に
、
こ
の
国
際
裁
判
所
の
国
内
裁
判
所
に
対
す
る
優
越
〈
裁
判

所
規
程
第
九
条
２
項
）
が
国
際
法
に
反
す
る
と
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
「
こ
の
議
論
は
こ
の
国
際
裁
判
所
設
置
の
安
保
理
の
行
動
の
合

法
性
を
争
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
答
え
は
す
で
に
述
べ
た
」
、
「
被
告
人
は
国
家
で
は
な
く
、
こ
の
優
越
性
の
問
題
を
提

起
す
る
立
場
に
は
な
ど
、
そ
の
う
え
で
「
こ
の
国
際
裁
判
所
が
審
理
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
犯
罪
は
、
純
粋
に
国
内
的
性
質

（
４
）

の
犯
罪
で
は
な
い
」
こ
と
も
付
言
さ
れ
る
。
裁
判
所
の
管
轄
権
を
否
定
す
る
被
告
側
か
ら
の
主
張
と
し
て
、
最
後
に
、
裁
判
所
の
事
項

的
管
轄
権
に
対
す
る
異
議
が
あ
る
。
ま
ず
国
際
人
道
法
に
関
し
て
、
国
際
人
道
法
違
反
者
の
訴
追
を
定
め
る
裁
判
所
規
程
第
二
条
及
び

第
三
条
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
に
お
い
て
は
そ
の
国
際
的
武
力
紛
争
は
存
在
し
て
い

な
い
、
と
の
異
議
が
提
起
さ
れ
た
。

第
一
審
裁
判
部
は
、
こ
の
規
程
第
二
条
（
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
）
の
適
用
に
お
い
て
国
際

的
武
力
紛
争
の
存
在
は
必
要
で
は
な
い
、
と
判
断
し
た
。
「
第
二
条
の
い
か
な
る
文
言
も
国
際
紛
争
の
存
在
を
明
示
的
に
求
め
て
い
な

唾
」
「
国
際
性
の
要
素
は
、
国
際
裁
判
所
規
程
第
二
条
に
よ
り
作
ら
れ
た
犯
罪
の
裁
判
管
轄
上
の
基
準
と
は
な
ら
な
い
。
…
…
第
一
審

（
６
）

裁
判
部
は
、
当
該
武
力
紛
争
の
性
質
に
関
し
て
何
ら
の
認
定
を
も
行
な
わ
な
い
。
」
規
程
第
三
条
（
「
国
際
裁
判
所
は
、
戦
争
の
法
規
ま

た
は
慣
習
に
違
反
し
た
者
を
訴
追
す
る
権
限
を
有
す
る
」
）
に
つ
い
て
は
、
「
規
程
第
三
条
の
文
言
の
な
か
に
国
際
紛
争
の
存
在
を
明
示
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的
に
要
求
す
る
も
の
は
な
い
｣
｢た
と
え
規
程
第
三
条
に
述
べ
ら
れ
た
行
為
が
ハ
ー
グ
条
約
に
由
来
す
る
と
し
て
も
t
r戦
争
の
法
規
ま

た
は
慣
習
J
と
い
う
こ
と
ば
は
国
際
紛
争
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
o
戦
争
の
法
規
ま
た
は
慣
習
は
国
際
的
武
力
紛
争
及
び

国
内
的
武
力
紛
争
の
両
方
で
な
さ
れ
た
行
為
の
禁
止
を
含
む
｡
実
際
'
共
通
第
三
条
は
'
慣
習
国
際
法
が
国
内
的
武
力
紛
争
に
お
け
る

敵
対
行
為
を
制
限
し
て
い
る
明
ら
か
な
証
拠
で
あ
璽
｣

そ
し
て

｢共
通
第
三
条
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
行
為
が
国
際
法
上
の
刑
事
犯

(8)

罪
を
構
成
す
る
'
と
い
う
こ
と
は
'
共
通
第
三
条
の
行
為
が
本
質
上
刑
事
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
｣
と
し
て
'
こ
の
共

通
第
三
条
が
そ
の
違
反
者
の
処
罰
を
根
拠
づ
け
る
刑
事
規
定
で
あ
る
こ
と
を
第

一
審
裁
判
部
は
認
め
る
｡

ま
た
'
規
程
第
五
粂
の
人
道
に
対
す
る
罪
に
つ
い
て
被
告
側
は
'
国
際
的
武
力
紛
争
の
な
か
で
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
の
み
こ
の

犯
罪
は
成
立
す
る
'
と
主
張
し
た
が
へ
こ
れ
に
対
し
て
第

一
審
裁
判
部
は
'
武
力
紛
争
と
の
つ
な
が
り
を
必
要
と
す
る
規
程
第
五
条
の

定
先
は
慣
習
国
際
法
上
の
定
弟
よ
-
も
狭
い
が
'
し
か
し
'
そ
の
武
力
紛
争
は
国
際
紛
争
で
あ
る
か
国
内
紛
争
で
あ
る
か
を
闘
う
も
の

で
は
な
い
,
と
し
や
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②
上
訴
裁
判
部
（
一
九
九
五
年
一
○
月
二
日
）

裁
判
所
設
置
の
合
法
性
に
関
す
る
上
訴
裁
判
部
の
判
断
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
「
安
保
理
に
よ
る
裁
判
所
設
置
の
無
効
性

に
基
づ
い
て
そ
の
管
轄
権
を
否
定
す
る
主
張
を
検
討
す
る
管
轄
権
を
、
こ
の
国
際
裁
判
所
は
有
し
て
い
る
と
上
訴
裁
判
部
は
認
定
灸
譲
・
」

そ
の
う
え
で
「
安
保
理
が
平
和
に
対
す
る
脅
威
、
平
和
の
破
壊
あ
る
い
は
侵
略
行
為
の
存
在
を
認
定
す
れ
ば
、
安
保
理
は
と
る
べ
き
行

動
の
選
択
に
つ
い
て
大
き
な
裁
量
を
有
す
塗
」
「
国
連
憲
章
第
四
一
条
に
規
定
さ
れ
る
措
置
は
例
示
的
で
あ
っ
て
、
他
の
措
置
を
排
除

し
な
厄
」
「
こ
の
国
際
裁
判
所
の
設
置
は
国
連
憲
章
第
四
一
条
の
も
と
で
の
安
保
理
の
権
限
内
に
ま
さ
に
属
す
る
」
と
し
た
。
ま
た
、

（
４
）

タ
ジ
ッ
チ
側
は
市
民
権
規
約
第
一
四
条
１
項
で
規
定
さ
れ
る
「
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
」
裁
判
所
に
よ
る
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
援

用
し
、
こ
の
国
際
裁
判
所
が
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
上
訴
裁
判
部
は
「
こ

の
国
際
裁
判
所
は
国
連
憲
章
の
も
と
で
の
適
切
な
手
続
き
に
し
た
が
っ
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
公
正
な
裁
判
の
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
保
障

（
５
）

措
置
を
備
・
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
」
と
結
論
づ
け
た
。

次
に
、
こ
の
国
際
裁
判
所
の
国
内
裁
判
所
に
対
す
る
優
越
性
は
国
家
主
権
を
侵
害
す
る
、
と
の
タ
ジ
ッ
チ
側
の
主
張
に
つ
い
て
上
訴

裁
判
部
は
「
本
件
に
お
い
て
ポ
ス
ニ
ァ
・
ヘ
ル
ッ
ェ
ゴ
ビ
ナ
共
和
国
は
こ
の
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
を
争
っ
て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、

（
６
）

実
際
に
こ
の
国
際
裁
判
所
を
認
め
そ
し
て
協
力
し
て
い
る
」
の
で
問
題
に
な
ら
な
い
と
し
な
が
ら
、
こ
の
国
際
裁
判
所
の
審
理
対
象
と

な
っ
て
い
る
犯
罪
は
純
粋
に
国
内
的
性
質
の
犯
罪
で
は
な
い
旨
の
第
一
審
裁
判
部
の
判
決
を
、
肯
定
的
に
引
用
す
麺
・

事
項
的
管
轄
権
に
関
す
る
異
議
に
お
い
て
被
告
側
は
、
国
際
裁
判
所
規
程
第
二
条
、
一
一
一
条
、
五
条
の
下
で
の
事
項
的
管
轄
権
が
国
際

的
武
力
紛
争
の
状
況
下
で
な
さ
れ
た
犯
罪
に
限
ら
れ
る
旨
の
主
張
に
加
え
て
、
上
訴
裁
判
部
で
は
、
武
力
紛
争
そ
の
も
の
が
存
在
し
な

（
ｎ
Ｖ
）
帛
守
曰
只
’
》
ロ
Ｐ
司
口
の
．
『
『
’
ぬ
少
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か
つ
た
と
い
う
追
加
的
主
張
を
行
な
っ
た
。
上
訴
裁
判
部
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
内
で
の
戦
闘
が
、
一
九
九
一
年
に
始
ま
り
、
そ
の

申
し
立
て
ら
れ
た
犯
罪
が
な
さ
れ
た
と
さ
れ
る
一
九
九
二
年
の
夏
を
通
し
て
継
続
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
国
際
人
道
法
の
適
用
は
、

紛
争
当
事
国
の
全
領
域
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
の
戦
闘
が
当
該
地
域
で
生
じ
て
い
る
か
い
な
い
か
は
関
係
が
な
い
こ
と
、
を
認

定
し
痙
・
そ
し
て
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛
争
全
体
が
国
際
的
武
力
紛
争
で
あ
る
と
す
る
検
察
側
主
張
を
退
け
、
国
際
的
側
面
の
部
分
と

（
９
）

国
内
的
側
面
の
部
分
が
あ
る
と
し
た
。

規
程
第
二
条
の
内
戦
へ
の
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
「
第
一
審
裁
判
部
は
、
規
程
第
二
条
の
条
文
（
「
当
該
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の

規
定
の
下
で
保
護
さ
れ
る
人
あ
る
い
は
物
」
）
に
含
ま
れ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
へ
の
言
及
を
誤
解
し
て
い
る
。
…
…
こ
の
言
及
は
第

二
条
に
列
挙
さ
れ
た
犯
罪
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
自
体
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
厳
密
な
条
件
の
下
で
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
よ
っ
て
「
保

護
さ
れ
る
』
と
考
え
ら
れ
る
人
や
物
に
対
し
て
な
さ
れ
た
と
き
に
お
い
て
の
み
訴
追
さ
れ
う
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
白
に
示
す
こ
と
を

意
図
し
て
い
る
。
」
「
保
護
さ
れ
る
人
あ
る
い
は
物
」
の
概
念
へ
の
第
二
条
に
お
け
る
こ
の
言
及
は
、
必
然
的
に
、
諸
条
約
の
各
関
連
条

文
で
言
及
さ
れ
た
者
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
と
な
る
。
「
明
ら
か
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
こ
れ
ら
の
条
項
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
に

巻
き
込
ま
れ
る
限
り
に
お
い
て
の
み
、
保
護
さ
れ
る
人
あ
る
い
は
物
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
条
項
は
、
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
四
条
約
共
通
第
三
条
の
範
囲
内
の
人
あ
る
い
は
物
を
含
ま
な
い
。
」
「
現
在
の
法
の
発
展
段
階
か
ら
す
れ
ば
規
程
第
二
条
は
国
際
的
武

力
紛
争
の
状
況
に
お
い
て
な
さ
れ
た
犯
罪
に
の
み
適
用
さ
れ
麺
」

規
程
第
三
条
の
中
身
に
関
し
て
は
、
「
規
程
第
三
条
は
、
規
程
第
二
条
、
四
条
、
五
条
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
人
道
法
の
す
べ

て
の
違
反
を
カ
バ
ー
す
る
一
般
条
項
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
、
国
際
紛
争
に
関
す
る
ハ
ー
グ
法
の
違
反
、
Ⅲ
「
重
大
な
違
反
行
為
』
以

外
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
違
反
、
伽
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
三
条
及
び
そ
の
他
の
国
内
紛
争
に
関
す
る
悩
習
規
則
の
違
反
、
価

紛
争
当
事
者
を
拘
束
す
る
協
定
の
違
阿
」
で
あ
る
。
そ
し
て
「
た
と
え
慣
習
国
際
法
は
国
内
的
武
力
紛
争
及
び
国
際
的
武
力
紛
争
の
両
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方
に
適
用
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
基
本
原
則
を
含
む
と
し
て
も
、
違
反
行
為
が
国
内
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
な
さ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
よ

う
な
禁
止
は
個
人
的
刑
事
責
任
を
も
た
ら
さ
な
い
」
と
す
る
被
告
側
の
主
張
に
対
し
て
上
訴
裁
判
部
は
、
ま
ず
個
人
の
行
為
が
国
際
法

上
の
刑
事
責
任
を
も
た
ら
す
た
め
の
条
件
と
し
て
一
ヨ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
裁
判
で
の
基
準
を
引
用
し
て
、
「
国
際
法
に
お
け
る
戦
争
規
則

の
明
確
か
つ
明
白
な
承
認
そ
の
禁
止
を
犯
罪
化
す
る
意
思
を
示
す
鬮
家
簑
行
ｌ
政
府
当
局
者
及
び
鬮
際
組
織
の
声
明
を
含
む
ｌ
Ｌ

及
び
国
内
裁
判
所
及
び
軍
事
裁
判
所
に
よ
る
違
反
の
処
罰
」
を
あ
げ
、
「
こ
れ
ら
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
に
は
個
人
は
刑
事
的
に

（
肥
）

責
任
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
「
以
上
の
基
準
を
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
違
反
に
適
用
す
れ
ば
、
そ

の
違
反
が
国
内
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
な
さ
れ
よ
う
と
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
な
さ
れ
よ
う
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
違
反
が
個

人
的
刑
事
責
任
を
も
た
ら
す
、
と
い
う
こ
と
に
何
ら
疑
い
は
な
唾
・
」
な
お
、
武
力
紛
争
と
の
つ
な
が
り
を
必
要
と
す
る
規
程
第
五
条

の
定
義
は
慣
習
国
際
法
上
の
定
義
よ
り
も
狭
い
が
、
し
か
し
、
そ
の
武
力
紛
争
は
国
際
紛
争
で
あ
る
か
国
内
紛
争
で
あ
る
か
を
問
う
も

の
で
は
な
い
、
と
い
う
点
を
上
訴
裁
判
所
も
確
認
し
て
い
麺
。

－－、戸へ一期ヂー、〃■、戸へ￣、

８７６５４３２１
、‐ジ～グ～.グ、‐〆、-〆￣￣、．=、ログ

＆＆毎ｓ８コ守
－０や■●゛■GＳ■■～■←■

ＱごＦｺョロ．〔Ｌ＄ユ（ユ
０■●､●■

や⑤￣＝￣⑪

で□己□己己
ｐＤｐＯｍｐＤｐＤｐＤ
可門司司司Ｈ
ｐＯｐＤｐＤｐＤｐＯｐＤ
●B●ＤＢＳ

－コEJU回』可…CADＣＱ
￣【｡。》－ｺ。、EJT
●B■●■■

」
頁
の
『
ゴ
ロ
風
。
胃
。
（
旧
Ｒ
Ｅ
罰
§
。
、
厨
く
Ｃ
盲
日
の
］
ｓ
ご
己
．
←
麗
・
１
℃
、
Ｈ
四
・
畠
・

閂
》
（
ａ
５
℃
、
『
、
。
』
』
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②
本
案
判
決
（
有
罪
の
認
定
）

①
第
一
審
裁
判
部
二
九
九
七
年
五
月
七
日
）

安
保
理
決
議
に
対
応
し
、
一
九
九
二
年
五
月
一
九
日
を
境
と
し
て
Ｊ
Ｎ
Ａ
は
ポ
ス
ニ
ァ
か
ら
公
式
に
撤
退
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｎ
Ａ

は
新
ユ
ー
ゴ
軍
と
し
て
の
Ｖ
Ｊ
と
幻
の
巳
：
］
鼻
Ｐ
ｍ
５
⑩
冨
軍
と
し
て
の
Ｖ
Ｒ
Ｓ
に
分
離
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
形
式
上
、
こ
の
日
以
後
ポ

ス
ニ
ア
紛
争
は
ポ
ス
ニ
ア
政
府
と
ポ
ス
ニ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
（
罰
の
冒
臣
百
ｍ
目
②
百
）
と
の
間
の
「
内
戦
」
と
な
る
が
、
し
か
し
な

お
こ
の
Ｖ
Ｒ
Ｓ
が
新
ユ
ー
ゴ
（
Ｆ
Ｒ
Ｙ
）
の
軍
隊
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
日
以
後
も
ポ
ス
ニ
ァ
政
府
と
新
ユ
ー
ゴ
政
府
と
の
間
の

国
際
的
武
力
紛
争
が
継
続
し
て
い
る
、
と
言
え
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
こ
の
こ
と
を
判
断
す
る
た
め
に
こ
の
一
九
九
七

年
判
決
は
、
こ
の
Ｖ
Ｒ
Ｓ
と
ｖ
Ｊ
（
あ
る
い
は
新
ユ
ー
ゴ
政
府
）
と
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
す
る
。
こ
こ
で
裁
判
所
は
、

こ
の
問
題
が
、
「
た
と
え
一
方
の
側
に
大
き
な
依
存
関
係
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
に
つ
い
て
言
え
ば
。
ご
ｍ
←
ご
Ｐ
勺
且
の
』
日
の
占
領

を
含
む
Ｖ
Ｒ
Ｓ
の
行
為
が
新
ユ
ー
ゴ
政
府
に
帰
属
し
う
る
と
い
う
よ
う
な
、
他
方
に
対
す
る
支
配
の
関
係
が
あ
る
の
か
ど
う
か
」
で
あ

る
と
し
、
そ
し
て
そ
の
「
支
配
の
関
係
」
と
い
う
の
は
Ｖ
Ｒ
Ｓ
が
戦
争
必
需
品
に
つ
い
て
Ｖ
Ｊ
及
び
新
ユ
ー
ゴ
に
依
存
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
「
Ｖ
Ｊ
及
び
新
ユ
ー
ゴ
が
そ
の
依
存
関
係
に
内
在
す
る
支
配
の
潜
在
的
な
力
を
行
使
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
も

￣、〆■､

１２１１
－〆－戸

伊再、￣、

１０９
，－〆～＝

－、￣、

１４１３
－〆、－〆

『
。
（
＆
・
・
ご
口
可
、
の
。
②
］
西
』

』
ｏ
（
ａ
。
ご
己
の
『
色
』
①

』
。
（
只
・
・
ロ
ロ
『
ロ
ヨ
ベ

｛
ひ
（
＆
・
卓
己
②
『
餌
』
酉
酋

｛
Ｃ
弓
ａ
・
》
で
画
『
的
』
西
垣

』
⑦
（
＆
・
・
石
口
『
口
⑩
」
《
Ｃ
ｌ
」
《
函



琉大法学第65号（2001） 184

規
程
第
五
条
の
人
道
に
対
す
る
罪
の
成
立
に
関
し
て
本
裁
判
部
は
以
下
の
よ
う
な
解
釈
を
行
な
っ
た
。
「
犠
牲
者
た
る
一
般
住
民
は

基
本
的
に
文
民
と
し
て
の
性
質
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
中
に
若
干
の
非
文
民
が
存
在
し
て
い
て
も
、
そ
の
一
般

住
民
と
し
て
の
性
質
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。
…
…
紛
争
に
直
接
参
加
す
る
者
の
存
在
が
文
民
と
し
て
の
住
民
の
性
質
を
妨
げ
る
も

（
４
）

の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
、
抵
抗
運
動
に
直
接
参
加
す
る
者
も
人
道
に
対
す
る
罪
の
犠
牲
者
と
な
り
う
る
。
」
「
犠
牲
者
は
、
個
人
と
し
て

で
は
な
く
、
狙
わ
れ
た
一
般
住
民
の
構
成
員
と
し
て
被
害
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
…
…
そ
の
行
為
は
広
範
に
又
は
組

し
そ
の
よ
う
な
関
係
で
な
け
れ
ば
新
ユ
ー
ゴ
政
府
の
支
配
下
に
自
ら
を
置
く
と
い
う
選
択
を
行
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
」
と
言
え
る
か

（
１
）

ど
う
か
で
あ
る
と
整
理
す
る
。
そ
し
て
Ｖ
Ｒ
Ｓ
が
直
接
新
ユ
ー
ゴ
の
指
揮
の
下
に
あ
っ
た
と
一
一
百
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
う
え
で
、

新
ユ
ー
ゴ
が
Ｖ
Ｒ
Ｓ
を
そ
の
指
揮
下
に
置
く
必
要
も
無
か
っ
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
「
新
ユ
ー
ゴ
は
、
Ｖ
Ｊ
に
よ
る
物
資
供
給
へ
の
Ｖ

Ｒ
Ｓ
の
依
存
を
通
し
て
、
Ｖ
Ｒ
Ｓ
に
大
き
な
影
響
力
ｌ
そ
し
て
お
そ
ら
く
支
配
す
ら
も
ｌ
を
及
ぼ
す
能
力
を
祷
っ
て
い
た
と
言
え

る
け
れ
ど
も
、
新
ユ
ー
ゴ
及
び
Ｖ
Ｊ
が
Ｖ
Ｒ
Ｓ
の
実
際
の
軍
事
行
動
を
指
揮
し
た
り
、
そ
の
指
揮
を
試
み
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
と
、

（
３
）

本
裁
判
部
が
結
論
を
下
す
証
拠
は
な
い
。
」
新
ユ
ー
ゴ
が
そ
の
依
存
に
内
在
す
る
支
配
の
可
能
性
を
利
用
し
た
り
、
Ｖ
Ｒ
Ｓ
に
対
す
る

実
効
的
支
配
を
行
な
っ
た
、
と
い
う
証
拠
は
不
十
分
で
あ
る
。
要
す
る
に
幻
の
官
冒
百
ｍ
８
，
百
は
、
大
セ
ル
ビ
ア
を
達
成
す
る
と

い
う
同
じ
目
的
を
持
つ
新
ユ
ー
ゴ
の
単
な
る
同
盟
国
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
Ｖ
Ｒ
Ｓ
は
、
。
ご
ｍ
一
目
四
囿
且
の
８
円
に
お
い
て
も
ま
た
よ
り

一
般
的
に
も
新
ユ
ー
ゴ
政
府
の
事
実
上
の
機
関
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
裁
判
所
は
判
断
し
煙
。
こ
う
し
て
本
件
に
お
い

て
は
国
際
的
武
力
紛
争
が
存
在
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
犠
牲
者
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
重
大
な
違
反
行
為
の
適
用
さ
れ
る
被
保
護
者
で

は
な
い
と
し
て
、
こ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
重
大
な
違
反
行
為
に
つ
い
て
の
訴
因
に
関
し
て
無
罪
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
他
方
、
規
程

第
三
条
（
戦
争
の
法
規
慣
習
違
反
）
に
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
一
一
一
条
が
含
ま
れ
、
そ
の
適
用
条
件
は
満
た
さ
れ
て
い
る
、
と
し

た
◎
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織
的
に
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
行
為
を
行
な
う
と
い
う
政
府
、
組
織
あ
る
い
は
集
団
の
政
策
の
な
ん
ら
か
の
形
態
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

行
為
者
は
彼
の
行
為
の
な
さ
れ
た
状
況
を
了
知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
そ
の
行
為
は
差
別
的
理
由
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
事
務
総
長
及
び
安
保
理
理
事
国
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
要
件
を
も
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
唾
・
」
そ
し
て
本
件
に
お
い

て
こ
の
規
程
第
五
条
の
適
用
条
件
は
満
た
さ
れ
て
い
る
、
と
し
た
。

か
く
し
て
、
戦
争
犯
罪
及
び
人
道
に
対
す
る
罪
に
関
す
る
訴
因
に
つ
い
て
、
そ
の
犯
罪
が
立
証
さ
れ
た
も
の
に
つ
き
有
罪
と
さ
れ

た
。

②
上
訴
裁
判
部
三
九
九
九
年
七
月
一
五
日
）

第
一
審
裁
判
部
判
決
に
対
し
て
タ
ジ
ッ
チ
側
か
ら
は
、
公
正
な
裁
判
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
犯
罪
の
立
証
に
お
い
て
不

十
分
な
部
分
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
上
訴
が
な
さ
れ
た
。
検
察
側
か
ら
は
、
本
件
に
お
い
て
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
重
大
な
違
反

行
為
が
成
立
す
る
こ
と
、
犯
罪
の
立
証
が
十
分
で
な
い
と
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
の
第
一
審
裁
判
部
判
決
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
人
道
に
対
す
る
罪
の
成
立
の
要
件
に
関
す
る
第
一
審
裁
判
部
の
解
釈
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
、
を
理
由
に
上
訴
が
な
さ
れ
た
。

ま
ず
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
重
大
な
違
反
行
為
成
立
の
前
提
と
し
て
当
該
紛
争
が
国
際
紛
争
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
趣
し

（
４
）

（
５
）

￣、－，

３２
－〆～〆

（
１
）

｛ひ』且。ご己ｐＨ口・の・⑰

』
百
局
、
旨
口
騨
０
百
Ｐ
』
旧
ロ
ミ

｛
⑤
（
且
。
。
□
、
『
色
．
③
一
一

『
⑤
（
ａ
・
ロ
ロ
ロ
『
ロ
ｍ
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の
②
Ｐ
の
一
軍

『
ひ
（
＆
。
ご
□
、
『
、
、
③
つ
⑰
‐
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『
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』
届
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つ
』
Ｃ
～
己
口
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Ｐ
⑰
９
．
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た
後
、
上
訴
裁
判
部
は
、
．
九
九
二
年
五
月
一
九
日
以
後
こ
の
紛
争
が
引
き
続
き
国
際
的
で
あ
る
か
あ
る
い
は
専
ら
国
内
的
な
も
の

と
な
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、
ポ
ス
ニ
ァ
の
セ
ル
ビ
ァ
軍
１
１
本
件
の
ポ
ス
ニ
ァ
の
犠
牲
者
は
こ
の
権
力
内
に
あ
っ
た
ｌ
が
外
国

す
な
わ
ち
Ｆ
Ｒ
Ｙ
（
新
ユ
ー
ゴ
）
の
法
上
あ
る
い
は
事
実
上
の
機
関
と
考
え
ら
れ
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
帰
着
す
麺
」
こ
と
を
お

さ
え
る
。
そ
し
て
こ
の
反
徒
が
外
国
の
機
関
化
（
外
国
軍
化
）
す
る
場
合
の
国
際
法
上
の
仕
組
・
要
件
の
理
論
的
整
理
を
行
な
う
。
第

一
に
、
国
際
法
上
個
人
が
国
家
の
事
実
上
の
機
関
と
見
倣
さ
れ
る
場
合
に
関
し
て
、
そ
れ
に
よ
る
国
家
責
任
の
帰
属
の
問
題
と
そ
の
紛

争
の
国
際
化
の
問
題
は
同
一
の
条
件
で
あ
る
、
と
い
う
こ
麺
。
つ
ま
り
、
反
徒
が
外
国
軍
化
す
る
こ
と
に
よ
る
外
国
へ
の
国
家
責
任
の

帰
属
と
反
徒
が
外
国
軍
化
す
る
こ
と
に
よ
る
紛
争
の
国
際
化
は
同
一
の
条
件
で
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
一

に
、
外
国
の
事
実
上
の
機
関
と
見
徹
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
単
な
る
個
人
や
組
織
化
さ
れ
な
い
集
団
と
、
反
徒
な
ど
の
軍
組
織
を
な

す
団
体
（
に
属
す
る
個
人
）
と
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
唾
。
そ
し
て
「
単
一
の
私
人
あ
る
い
は
軍
事
的
に
組
織
さ
れ
て

い
な
い
集
団
が
、
あ
る
特
定
の
行
為
を
行
な
う
際
に
、
事
実
上
の
国
家
機
関
と
し
て
行
動
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
が
問
題
で
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
特
定
の
行
為
の
遂
行
に
関
す
る
具
体
的
な
指
令
が
当
該
個
人
あ
る
い
は
集
団
に
対
し
て
そ
の
国
家
に
よ
っ
て
出
さ
れ
て
い

た
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
。
…
…
他
方
、
所
属
す
る
軍
隊
あ
る
い
は
民
兵
あ
る
い
は
準
軍
事
組
織
に
対
す
る
国
家
の
支
配

は
全
般
的
な
性
格
の
も
の
で
よ
い
。
…
…
あ
る
国
（
あ
る
い
は
武
力
紛
争
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
紛
争
当
事
国
）
が
、
軍
事
団
体
に
対

す
る
財
政
・
訓
練
・
装
備
の
提
供
あ
る
い
は
作
戦
上
の
支
援
に
加
え
て
、
そ
の
団
体
の
軍
事
行
動
の
組
織
化
ｐ
調
整
あ
る
い
は
計
画
に

お
い
て
、
一
定
の
役
割
を
は
た
す
場
合
に
、
国
際
法
上
求
め
ら
れ
る
支
配
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
団
体
あ
る
い
は

構
成
員
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
行
為
は
、
そ
れ
ら
の
個
々
の
行
為
の
遂
行
に
関
し
て
の
そ
の
支
配
国
に
よ
る
な
ん
ら
か
の
具
体
的
な
指
令

（
５
）

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
実
上
の
国
家
機
関
の
行
為
と
見
倣
さ
れ
う
る
。
」
と
す
る
。
な
お
こ
こ
で
、
「
ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
の
場
合
の

よ
う
に
、
そ
の
支
配
国
が
そ
の
領
域
国
ｌ
そ
の
中
で
武
力
墓
が
生
じ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
の
蔓
組
織
が
そ
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の
橘
動
を
行
な
っ
て
い
る
ｌ
で
は
恋
い
葱
ら
ば
．
そ
の
国
が
そ
れ
ら
の
組
徽
集
団
へ
の
財
政
蕊
備
の
提
供
の
み
な
ら
ず
、
一
般

的
な
指
揮
あ
る
い
は
そ
の
活
動
計
画
の
援
助
に
よ
っ
て
、
本
当
に
そ
の
組
織
・
集
団
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
は
、
よ
り

広
範
か
つ
圧
倒
的
な
証
拠
が
必
要
と
さ
れ
窪
・
」
が
、
他
方
、
「
当
該
支
配
国
が
そ
の
紛
争
の
生
じ
て
い
る
国
に
対
す
る
領
域
的
野
望
を

有
す
る
隣
接
国
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
支
配
国
が
そ
の
支
配
す
る
軍
隊
を
通
し
て
そ
の
領
域
的
拡
大
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
は
よ
り
容
易
に
な
る
で
あ
る
苑
・
」
と
述
べ
、
そ
の
状
況
を
考
慮
す
る
必
要
に
言
及
す
る
。
そ
し
て

理
論
上
の
結
論
と
し
て
「
本
件
に
お
い
て
、
ポ
ス
ニ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
軍
隊
が
「
軍
事
組
織
』
を
成
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
武
力

紛
争
が
国
際
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
に
国
際
法
上
求
め
ら
れ
る
そ
れ
ら
の
軍
隊
に
対
す
る
Ｆ
Ｒ
Ｙ
当
局
の
支
配
は
、
そ
れ
ら
の

軍
隊
へ
の
単
な
る
財
政
・
装
備
の
提
供
よ
り
以
上
で
軍
事
行
動
の
計
画
・
監
督
へ
の
参
加
を
も
含
む
、
全
般
的
な
支
配
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
そ
の
よ
う
な
支
配
が
単
一
の
軍
事
行
動
Ｉ
‐
そ
の
よ
う
な
行
動
が
国
際
人
適
法
に
反
し
て
い
よ
う
と
い
凄
い
と
ｌ
に
閥

（
８
）

す
る
個
別
の
命
令
あ
る
い
は
指
令
の
発
出
に
ま
で
及
ぶ
べ
き
こ
と
を
、
国
際
規
則
は
要
求
し
て
い
な
い
。
」

そ
こ
で
こ
の
ポ
ス
ニ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
軍
隊
と
Ｆ
Ｒ
Ｙ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
上
訴
裁
判
部
は
第
一
審
裁
判
部
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た

事
実
認
定
に
依
拠
し
な
が
麺
、
「
Ｖ
Ｒ
Ｓ
と
Ｖ
Ｊ
は
、
一
九
九
二
年
五
月
以
後
、
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
ふ
た
つ
の
別
個
の
軍
隊

（
、
）

を
織
成
す
ろ
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
「
Ｖ
Ｊ
と
Ｖ
Ｒ
Ｓ
と
の
関
係
は
政
治
的
軍
事
的
活
動
を
単
に
調
整
す
る
関
係
で
あ
る
と
性
格
づ
け

ら
れ
え
な
い
。
増
大
す
る
国
際
的
監
視
に
対
応
し
て
、
た
と
え
軍
事
的
活
動
に
対
し
て
よ
り
目
立
た
な
い
形
態
の
指
揮
が
採
用
さ
れ
実

行
さ
れ
た
と
し
て
も
、
Ｖ
Ｊ
と
Ｖ
Ｒ
Ｓ
と
の
間
の
つ
な
が
り
は
同
盟
国
間
の
単
な
る
調
整
・
協
力
を
明
ら
か
に
は
る
か
に
超
え
る
も
の

で
あ
り
、
実
際
、
改
名
さ
れ
た
ポ
ス
ー
ー
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
軍
隊
は
な
お
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
Ｖ
Ｊ
の
参
謀
本
部
の
指
揮
下
に
あ
る
一
軍
隊

（
皿
）

を
構
成
し
て
い
た
」
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
従
っ
て
、
上
訴
裁
判
部
は
、
本
件
に
関
連
す
る
時
期
（
一
九
九
一
一
年
）
に
お
い
て
、

函
の
冒
冒
百
ｍ
目
②
百
の
軍
隊
は
Ｆ
Ｒ
Ｙ
の
全
般
的
な
支
配
下
に
あ
り
、
Ｆ
Ｒ
Ｙ
の
た
め
に
行
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
、
と
結
論
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
一
九
九
二
年
五
月
一
九
日
以
後
に
お
い
て
も
ボ
ス
ニ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
と
ポ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ッ
エ

ゴ
ビ
ナ
の
中
央
当
局
と
の
間
で
の
ポ
ス
ニ
ァ
・
ヘ
ル
ッ
ェ
ゴ
ビ
ナ
に
お
け
る
武
力
紛
争
は
国
際
的
武
力
紛
争
と
し
て
分
類
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
唾
」
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
本
件
の
犠
牲
者
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
四
条
約
の
被
保
護
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
諸
条
約
の
重
大
な
違
反
行
為
に
関
す
る
訴
因
に
つ
い
て
タ
ジ
ッ
チ
を
有
罪
と
認
定
し
た
。
こ
こ
で
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
第
四
条
約
の
被
保

護
者
に
関
し
て
、
国
籍
と
い
う
絆
は
必
ず
し
も
決
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
旧
ユ
ー
ゴ
の
よ
う
な
民
族
紛
争
で
は
国
籍
よ
り
も
民
族
性

が
忠
誠
の
根
拠
と
な
り
う
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
紛
争
に
お
い
て
は
、
こ
の
条
約
の
文
言
や
起
草
過
程
の
み
な
ら
ず
条
約
の
目
的

か
ら
も
、
紛
争
当
事
国
に
対
す
る
忠
誠
そ
し
て
そ
れ
に
対
応
す
る
こ
の
国
に
よ
る
そ
の
領
域
内
の
者
に
対
す
る
支
配
が
決
定
的
な
基
準

と
考
え
ら
れ
麺
、
と
述
べ
て
い
る
。

人
道
に
対
す
る
罪
の
成
立
の
要
件
に
関
し
て
本
上
訴
裁
判
部
は
以
下
の
判
断
を
下
し
た
。
「
規
程
第
五
条
の
「
武
力
紛
争
に
お
い
て

な
さ
れ
た
』
と
の
文
言
は
当
該
時
間
及
び
場
所
に
お
け
る
武
力
紛
争
の
存
在
よ
り
以
上
の
何
も
の
も
求
め
る
も
の
で
は
な
い
…
…
さ
ら

に
、
武
力
紛
争
の
要
件
は
裁
判
管
轄
権
上
の
要
素
で
あ
っ
て
、
「
人
道
に
対
す
る
罪
の
犯
意
の
実
体
的
な
要
素
』
で
は
な
唾
」
「
人
道
に

対
す
る
罪
で
被
告
人
を
有
罪
と
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
犯
罪
が
（
武
力
紛
争
中
に
生
じ
た
）
一
般
住
民
に
対
す
る
攻
撃
と
関
係
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
そ
の
被
告
人
が
そ
の
犯
罪
が
そ
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
了
知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…

し
か
し
な
が
ら
、
犯
意
の
実
体
的
要
素
と
し
て
、
そ
の
被
告
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
さ
れ
る
そ
の
特
定
の
行
為
と
そ
の
武
力
紛
争
と

の
間
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
求
め
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
被
告
人
の
動
機
の
証
明
を
求
め
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
…
…

行
為
者
の
純
粋
に
個
人
的
な
動
機
に
よ
っ
て
行
為
が
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
と
の
要
件
は
、
裁
判
所
規
程
第
五
条
の
下
で
の
人
道

〈
巧
）

に
対
す
る
罪
の
定
義
に
あ
て
は
ま
る
た
め
に
必
要
な
条
件
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
」
ま
た
、
す
べ
て
の
人
道
に
対
す
る
罪
に
つ
い

て
差
別
的
意
図
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
第
一
審
裁
判
部
の
判
断
は
誤
り
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
図
は
第
五
条
⑥
に
つ
い
て
の
み
必
要
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と
さ
れ
麺
、
と
し
た
。

￣、￣、￣、ゲー、グー、￣～－－、￣、

１６１５１４１３１２１１１０９
、￣、ロ〆、－〆、■〆￣〆－㎡￣〆～〆

〆■、〆■、

８７
－グ、－〆

〆￣、戸■､

６５
■－〆～〆

（
３
）

（
４
）

〆￣、戸口､

２１
、－〆、－〆

仏山■－h面■届■h邑呵￣可ﾄヨﾄーh田侭田低■■
。■｡■｡■￣･■Ｃ■Ｃ■Ｃ■Ｃｕ･■Ｃｕ
【■｡￣。急。～。￣■？■■←■一・田。~。￣･

･･ａ＄ユａ｡．Ｑ己Ｑ団＆【聖ｐ－ロ．
●●●●●⑪●、■■ﾛ

己ご己ご己ロ己己でで己
ｐＤｐＤｐＤｐＯｐＤｐｏｐＤｐＤｐＤｐＤｐＤ
可Ｈ円ＨＨＨ吋門司司可

ｐＤｐＤｐＤｐＤｐＤｐＯｐＯｐＤＰｐｐＯｐＤ

②印卜、１，￣￣￣￣￣臣￣

忌昌お冨呂留凹崖念さ篭
｡￣．●１．．・００，。

⑥、●３
－．
t､｡

』
ず
曰
只
・
］
己
口
『
口
の
』
函
Ｐ
］
』
』

』
頁
の
『
再
貝
８
ヨ
ロ
｛
い
①
、
ロ
（

『
》
（
＆
．
】
ご
色
司
■
』
空
『

｛
ず
』
具
。
。
ご
ｍ
『
、
』
つ
ふ

一ｓ（ａ・口己、『、。⑭『

》
『
貝
①
己
。
（
②
ぐ
。
］
・
路
ｚ
○
・
②
（
］
・
毛
）
ご
己
・
忌
屋

ご
Ｐ
『
■
Ｐ
塵
Ｐ
生
』
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Ⅲ
安
保
理
補
助
機
関
と
し
て
の
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
に
よ
る
裁
判
所
設
囲
の
合
法
性
の
審
査
権
限
の
有
無

（
１
）

旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
は
、
安
保
理
が
補
助
機
関
と
し
て
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
裁
判
所
が
自
己
の
裁
判
所
設
置
の
〈
ロ

法
性
を
審
査
す
る
権
限
を
有
す
る
か
否
か
は
、
理
論
的
に
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
「
も
し
そ
の
国
際
裁
判
所
が
有
効
に
設
置
さ
れ
て

い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
時
間
・
場
所
に
関
し
て
も
い
ず
れ
の
人
や
事
項
に
関
し
て
も
、
判
断
す
る
合
法
的
権
限
を
欠
く
こ
と
に

（
２
）

な
る
。
」
第
一
審
裁
判
部
は
結
論
的
に
は
「
安
保
理
に
よ
る
そ
の
設
置
の
谷
口
法
性
を
吟
味
す
る
権
限
を
有
し
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、

し
か
し
、
実
質
的
に
は
そ
の
設
置
の
有
効
性
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
上
訴
裁
判
部
は
「
安
保
理
に
よ
る
裁
判
所
設
置

の
無
効
性
に
基
づ
い
て
そ
の
管
轄
権
を
否
定
す
る
主
張
を
検
討
す
る
管
轄
権
を
、
こ
の
国
際
裁
判
所
は
有
し
て
い
る
」
と
し
た
？
え
で
、

そ
の
設
置
の
合
法
性
を
確
認
す
る
認
定
を
行
な
っ
て
い
る
。
も
し
裁
判
所
が
そ
の
設
置
の
合
法
性
を
否
定
す
る
結
論
に
傾
く
の
で
あ
る

な
ら
ば
、
そ
の
合
法
性
は
「
判
断
で
き
な
い
」
、
と
し
か
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
設
置
の
合
法
性
を
結
論
と
し
て
持
つ
な
ら

（
３
）

ぱ
、
い
ず
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
》
」
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

３
研
究

￣へ－へ

３２
、－'、￣

（
１
）

目
頁
⑩
ヨ
ロ
蕊
○
百
』
旧
ロ
ミ
河
⑮
□
・
司
厨
ぐ
○
百
日
の
］
扇
己
・
一
望
・
□
閂
、
」
画
・
種
田
玲
子
「
旧
ユ
ー
ゴ
ー
に
関
す
る
国
際
裁
判
所
の
設
立
に
つ

い
て
」
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
」
Ｎ
ｏ
．
一
○
一
一
七
（
一
九
九
三
年
七
月
一
五
日
）
一
○
七
頁

』
頁
⑩
「
冒
口
騨
○
胃
Ｐ
』
ト
ロ
巳
勾
ｇ
ｏ
、
爵
ぐ
。
］
自
己
の
Ｓ
⑪
ロ
・
念
Ｐ
己
回
国
」
】
・

こ
の
点
に
関
し
て
杉
原
高
嶺
は
、
「
第
一
審
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
法
廷
設
圏
の
合
法
性
の
問
題
は
不
問
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
将

来
的
に
は
本
案
判
決
の
正
当
性
に
疑
義
を
残
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
上
告
審
が
第
一
審
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
斥
け
て
「
合
法
性
」
を
明
確

に
認
定
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
懸
念
を
払
拭
す
る
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
」
と
す
る
。
（
杉
原
高
嶺
「
国
際
司
法
裁
判
所
と
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②
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
違
反
に
対
す
る
国
際
法
上
の
個
人
の
刑
事
責
任
追
求
の
可
能
性

内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
に
対
し
て
、
個
人
の
国
際
法
上
の
刑
事
責
任
を
問
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
。
す
な

わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
違
反
が
、
国
内
法
上
の
犯
罪
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
際
法
上
の
戦
争
犯
罪
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
の
か
ど
う
か
。

タ
ジ
ッ
チ
の
犯
行
時
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
違
反
の
国
際
法
上
の
戦
争
犯
罪
と
し
て
の
性
質
が
確
立
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
極
め

（
ｌ
）

て
疑
わ
し
い
。
し
か
し
、
一
九
九
四
年
の
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
第
四
条
、
そ
し
て
本
タ
ジ
ヅ
チ
裁
判
の
管
轄
権
に
関
す
る

上
訴
裁
判
部
判
決
を
経
て
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
第
八
条
に
至
り
、
こ
の
国
際
法
上
の
戦
争
犯
罪
と
し
て
の
性
質
は
ほ
ぼ
確
立
し
て
き

て
い
る
、
と
も
言
え
よ
う
。
本
タ
ジ
ヅ
チ
事
件
に
お
い
て
は
、
最
終
的
に
当
該
犯
罪
行
為
に
は
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法

が
適
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
を
国
際
法
上
の
戦
争
犯
罪
と
し
て
性
質
づ
け
る
こ
と
に
お

い
て
、
管
轄
権
段
階
の
上
訴
裁
判
部
判
決
が
大
き
な
影
響
力
を
与
え
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
内
戦
に
適
用
さ

れ
る
国
際
人
道
法
」
は
「
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
」
と
本
質
的
に
同
じ
性
質
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
、
そ
れ
と
も
世
界
共
通
の
刑
法
規
定
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
に
つ
い

（
２
）

て
の
本
質
的
な
問
題
と
し
て
分
析
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

〆■、￣、

２１
～￣－－

政
治
問
題
の
法
理
」
「
京
都
大
学
法
学
部
創
立
百
周
年
記
念
論
文
集
第
二
巻
公
法
・
国
際
法
・
刑
事
法
』
（
有
斐
閣
、
平
成
十
一
年
）
三

六
四
頁
）

樋
口
一
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
に
対
す
る
処
罰
〈
二
．
完
）
」
「
琉
大
法
学
』
第
五
九
号
参
照

樋
口
一
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
適
用
条
件
ｌ
武
力
紛
争
の
存
在
及
び
武
力
紛
争
と
当
該
行
為
と
の
関
連
性
を
め
ぐ
っ
て
Ｌ

「
琉
大
法
学
」
第
六
四
号
参
照
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③
本
件
に
お
け
る
武
力
紛
争
の
国
際
的
性
質

本
事
件
に
お
い
て
、
当
該
紛
争
の
国
際
的
性
質
は
、
裁
判
所
規
程
第
二
条
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
重
大
な
違
反
行
為
に
つ
い
て
の

訴
因
に
関
し
て
直
接
的
に
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
審
裁
判
部
判
決
（
管
轄
権
）
で
は
こ
の
規
程
第
二
条
の
適
用
に
お
い
て
国

際
的
武
力
紛
争
の
存
在
は
必
要
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
が
、
上
訴
裁
判
部
で
は
規
程
第
二
条
は
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
な
さ
れ

た
犯
罪
に
の
み
適
用
き
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
第
一
審
裁
判
部
は
当
該
紛
争
の
国
際
性
・
非
国
際
性
の
判
断
を
あ
く
ま
で
回
避
し
よ
う

と
し
た
と
も
思
わ
れ
る
が
、
刑
事
裁
判
と
し
て
被
告
人
に
適
用
さ
れ
る
法
規
を
明
確
に
述
べ
る
必
要
性
か
ら
も
こ
の
紛
争
の
性
質
を
判

断
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
重
大
な
違
反
行
為
の
制
度
が
国
際
紛
争
に
お
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
と
の

解
釈
は
妥
当
な
も
の
と
思
わ
れ
麺
。
し
か
し
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
と
い
う
も
の
を
、
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国

際
人
道
法
と
性
質
的
に
同
じ
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
限
定
は
本
質
的
に
必
要
な
い
、
と
の

（
２
）

理
解
も
可
能
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
タ
ジ
ッ
チ
の
行
為
が
内
戦
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
な
の
か
あ
る
い
は
国
際
紛
争
の
な
か
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
は
、

ポ
ス
ニ
ァ
の
セ
ル
ビ
ァ
人
の
団
体
が
外
国
（
新
ユ
ー
ゴ
）
の
機
関
（
軍
隊
）
と
見
倣
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
に
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
本

案
第
一
審
裁
判
部
は
こ
れ
を
否
定
し
上
訴
裁
判
部
は
肯
定
し
た
。
両
者
に
お
い
て
事
実
認
識
の
相
違
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
間
の
関
係
を

「
依
存
度
の
高
い
同
盟
軍
」
と
と
ら
え
る
か
、
あ
る
い
は
「
外
国
軍
化
」
し
て
い
る
と
と
ら
え
る
か
、
と
い
う
判
断
の
違
い
で
あ
る
。

な
お
上
訴
裁
判
部
に
お
い
て
、
国
際
法
上
個
人
が
国
家
の
事
実
上
の
機
関
と
見
倣
さ
れ
る
場
合
に
関
し
て
、
そ
れ
に
よ
る
国
家
責
任
の

帰
属
の
問
題
と
そ
の
紛
争
の
国
際
化
の
問
題
は
同
一
の
条
件
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
外
国
の
事
実
上
の
機
関
と
見
倣
さ
れ

る
場
合
に
お
い
て
、
単
な
る
個
人
や
組
織
化
き
れ
な
い
集
団
と
、
反
徒
な
ど
の
軍
組
織
を
な
す
団
体
（
に
属
す
る
個
人
）
と
を
区
別
す

る
必
要
が
あ
る
、
と
判
示
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
麺
。
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川
人
道
に
対
す
る
罪
の
成
立
の
要
件

本
タ
ジ
ッ
チ
事
件
に
お
い
て
は
人
道
に
対
す
る
罪
に
関
し
て
も
、
そ
の
概
念
を
明
確
化
す
る
い
く
つ
か
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
第
五
条
に
お
い
て
は
、
人
道
に
対
す
る
罪
の
成
立
条
件
と
し
て
、
「
武
力
紛
争
」
の
存
在
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
関
し
て
本
案
上
訴
裁
判
部
は
「
規
程
第
五
条
の
「
武
力
紛
争
に
お
い
て
な
さ
れ
た
』
と
の
文
言
は

当
該
時
間
及
び
場
所
に
お
け
る
武
力
紛
争
の
存
在
よ
り
以
上
の
何
も
の
も
求
め
る
も
の
で
は
な
ど
と
し
て
、
そ
の
行
為
と
そ
の
武
力

紛
争
と
の
間
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
求
め
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
、
と
考
え
た
。
な
お
、
武
力
紛
争
の
存
在
は
慣
習
国
際
法
に
お
い

て
は
必
要
で
は
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
（
管
轄
権
上
訴
裁
判
部
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
で
は
、
そ
の

適
用
の
条
件
と
し
て
武
力
紛
争
の
存
在
及
び
武
力
紛
争
と
当
該
行
為
と
の
関
連
性
が
必
要
で
あ
る
、
と
旧
ユ
ー
ゴ
・
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑

（
１
）

￣へ

２
－〆

〆～

３
，－〆

国
際
刑
事
裁
判
所
規
濯
第
八
条
２
項
側
で
規
定
さ
れ
る
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
重
大
な
違
反
行
為
」
に
関
し
て
も
国
際
的
武
力
紛
争
に
の

み
適
用
さ
れ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
〈
奥
山
全
「
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
と
戦
争
犯
罪
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
九
八
巻
第
五
号

一
○
七
頁
、
【
己
旦
□
○
目
ロ
：
Ｐ
虜
弓
冨
国
厨
言
自
皀
の
①
８
且
、
の
の
い
」
○
口
、
◎
（
夢
の
勺
司
の
己
ｐ
Ｂ
８
ｑ
ｏ
ｏ
日
日
】
⑩
巴
。
ご
｛
○
吋
吾
の

百
一
の
『
己
巴
】
・
目
］
○
『
】
目
：
］
○
・
日
庁
菖
・
『
８
３
．
・
討
旦
旨
尽
ミ
ロ
駄
○
目
（
国
§
５
コ
§
１
§
旧
Ｐ
Ｅ
ぐ
ｏ
］
・
函
（
］
＄
⑫
）
己
已
・
爵
上
國
・
）

規
程
第
二
条
の
適
用
に
関
し
て
、
の
・
己
］
Ｐ
国
・
の
］
ロ
の
風
１
ｍ
□
・
日
曰
の
Ｐ
量
Ｏ
Ｂ
『
の
国
甸
の
凹
呂
の
⑪
『
ご
曰
く
の
旬
⑪
口
］
』
胃
】
の
。
】
・
←
】
・
旨
Ｐ
且
閂
具
閂
Ｉ

ｐ
Ｐ
］
シ
目
曰
の
ｑ
○
○
口
『
一
一
○
三
ｍ
ｏ
Ｅ
ｍ
８
Ｂ
ｍ
ｑ
５
ｍ
乏
巨
ｏ
ぐ
旨
函
一
○
急
ｍ
ａ
ｍ
ｍ
Ｑ
ａ
「
○
句
目
団
員
Ｃ
村
８
日
の
ロ
一
三
の
９
口
巳
、
目
角
。
Ｈ
レ
ー

ン
『
日
の
ｇ
ｏ
ｏ
口
冨
ｏ
互
冨
〕
角
・
§
再
Ｐ
』
＆
○
○
員
首
§
＆
、
の
。
§
ご
伊
ロ
［
ご
》
ぐ
・
】
。
⑰
．
Ｚ
・
」
（
９
ｓ
）
・
大
西
央
子
戸
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
国
際
刑
事
裁
判
所
の
事
項
的
管
轄
権
」
「
国
際
協
力
論
集
』
第
六
巻
第
２
号
参
照
。

以
上
の
点
に
関
し
て
、
樋
口
一
彦
「
内
戦
の
国
際
化
と
国
際
人
道
熊
－
１
反
徒
の
「
外
国
軍
化
」
に
よ
る
国
際
化
１
－
」
「
琉
大
法
学
」
第

六
二
号
参
照
。



琉大法学第65号（2001） 194

必
要
で
あ
る
。

事
裁
判
所
判
例
で
は
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
質
的
に
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
」
を
「
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る

（
１
）

国
際
人
道
法
」
に
近
付
け
て
と
ら
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
反
映
し
て
い
る
と
考
蕊
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
案
上
訴
裁
判
部
に
お
い
て
人
道
に
対
す
る
罪
の
成
立
に
関
し
て
以
下
の
判
断
が
示
さ
れ
た
。
人
道
に
対
す
る
罪
で
被
告
人

を
有
罪
と
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
犯
罪
が
一
般
住
民
に
対
す
る
攻
撃
と
関
係
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
そ
の
犯
罪
が
そ
の
よ
う

に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
被
告
人
が
了
知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
被
告
人
の
動
機
の
証
明
を
求
め
る
こ
と
は
必
要

で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
行
為
者
の
純
粋
に
個
人
的
な
動
機
に
よ
っ
て
行
為
が
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
の
要
件
は
、
人
道
に
対
す
る

罪
の
定
義
に
あ
て
は
ま
る
た
め
の
必
要
な
条
件
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
す
べ
て
の
人
道
に
対
す
る
罪
に
つ
い
て
差
別
的

意
図
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
意
図
は
「
政
治
的
、
人
種
的
及
び
宗
教
的
理
由
に
よ
る
迫
害
」
に
つ
い
て
の
み

戦
争
犯
罪
及
び
人
道
に
対
す
る
罪
の
概
念
・
内
容
が
こ
の
よ
う
に
判
例
を
通
し
て
精
繊
化
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
際
法
の
発
展
に
と
っ

て
き
わ
め
て
意
義
深
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
１
）

樋
口
一
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
適
用
条
件
－
武
力
紛
争
の
存
在
及
び
武
力
紛
争
と
当
該
行
為
と
の
関
連
性
を
め
ぐ
っ
て
－
」

「
琉
大
法
学
』
第
六
四
号
参
照
。

（
二
○
○
○
年
一
○
月
五
日
稿
）


